
國學院大學学術情報リポジトリ「K-RAIN」

『楚辭補注』譯注稿(三十四)

言語: Japanese

出版者: 

公開日: 2024-03-25

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://k-rain.repo.nii.ac.jp/records/2000222URL



『
楚
辭
補
注
』譯
注
稿（
三
十
四
）

一
一
五

楚
辭
卷
第
四

九
章
章
句
第
四

哀
郢

〔
本
文
〕

（
１
）
皇
天
之
不
純
命
兮　
　

皇
天
の
命
を
純も
つ
ぱら

に
せ
ざ
る

（
２
）
何
百
姓
之
震
愆　
　
　

何
ぞ
百
姓
の
震し
ん
け
ん愆

す
る

（
３
）
民
離
散
而
相
失
兮　
　

民
は
離
散
し
て
相
失
ひ

（
４
）
方
仲
春
而
東
遷　
　
　

仲
春
に
方あ
た

り
て
東
遷
す

（
５
）
去
故
郷
而
就
遠
兮　
　

故
郷
を
去
り
て
遠
き
に
就
き

（
６
）
遵
江
夏
以
流
亡　
　
　

江
夏
に
遵し
た
がひ
て
以
て
流
亡
す

（
７
）
出
國
門
而
軫
懷
兮　
　

國
門
を
出
で
て
懷お
も

ひ
を
軫い
た

ま
し
め

（
８
）
甲
之
鼂
吾
以
行　
　
　

甲
の
鼂あ
し
た 

吾
以
て
行
く

（
９
）
發
郢
都
而
去
閭
兮　
　

郢え
い

都と

を
發
し
て
閭り
よ

を
去
り

（
10
）
怊
荒
忽
其
焉
極　
　
　

怊て
う

と
し
て
荒
忽
と
し
て
其
れ
焉
く
ん
ぞ
極
ま
ら
ん

『
楚
辭
補
注
』
譯
注
稿 （
三
十
四
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（
11
）
楫
齊
揚
以
容
與
兮　
　

楫か
い 

齊
し
く
揚
げ
て
以
て
容
與
し

（
12
）
哀
見
君
而
不
再
得　
　

君
に
見
え
ん
と
し
て
再
び
は
得
ざ
ら
ん
こ
と
を
哀
し
む

〔
通
釋
〕

天
命
が
正
し
く
行
わ
れ
ず
、
災
害
が
続
き
、
な
ん
と
人
民
が
天
の
と
が
め
に
対
し
て
ふ
る
え
お
そ
れ
る
こ
と
か
。
民
は
離
散
し
て
親
族
と
別
れ
別

れ
と
な
り
、
こ
の
春
の
も
な
か
に
あ
た
っ
て
東
に
移
り
行
く
。
わ
た
く
し
も
こ
の
中
に
あ
っ
て
、
故
郷
を
離
れ
て
遠
い
旅
路
に
の
ぼ
り
、
揚
子
江

と
夏
水
の
流
れ
に
沿
っ
て
さ
す
ら
い
の
が
れ
て
行
く
。
都
の
門
を
出
で
て
は
心
を
痛
ま
せ
、
甲
の
日
の
朝
、
わ
た
く
し
は
出
発
し
た
。
郢
の
都
を

出
発
し
て
故
郷
を
あ
と
に
す
る
と
き
、
心
は
う
つ
ろ
に
愁
い
は
き
わ
ま
り
な
い
。
舟
人
た
ち
は
、
櫂
を
そ
ろ
え
て
お
も
む
ろ
に
漕
ぎ
出
す
が
、
わ

た
く
し
は
、
君
に
お
目
に
か
か
る
こ
と
も
二
度
と
は
か
な
わ
な
い
の
を
悲
し
む
の
で
あ
る
。

〔
洪
興
祖
補
注
〕

（
１
）〈
皇
天
之
不
純
命
兮
〉

德
美
大
稱
皇
天
、
以
興
君
也
。

〔
訓
讀
文
〕

德
の
美
大
な
る
を
皇
天
と
稱
し
、
以
て
君
を
興
す
る
な
り
。

（
２
）〈
何
百
姓
之
震
愆
〉

震
、
動
也
。
愆
、
過
也
。
言
皇
天
不
純
一
其
施
、
則
萬
物
夭
傷
、
人
君
不
純
一
其
政
、
則
百
姓
震
動
以
觸
罪
也
。
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一
一
七

〔
訓
讀
文
〕

震
は
、
動
く
な
り
。
愆
は
、
過と

が

な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
皇
天 

其
の
施
を
純
一
に
せ
ざ
れ
は
、
則
ち
萬
物
夭
傷
し
、
人
君 

其
の
政
を
純
一
に
せ

ざ
れ
は
、
則
ち
百
姓
震
動
し
て
以
て
罪
に
觸
る
る
な
り
。

〔
語
釋
〕

○
萬
物
夭
傷

─
す
べ
て
の
も
の
が
若
く
し
て
死
ぬ
こ
と
。
○
百
姓
震
動
以
觸
罪
也

─
す
べ
て
の
民
が
震
え
お
の
の
い
て
、
天
の
咎
め
を
蒙
る

こ
と
。

（
３
）（
４
）〈
民
離
散
而
相
失
兮　
方
仲
春
而
東
遷
〉

仲
春
、
二
月
也
。
刑
德
合
會
嫁
娶
之
時
。
言
懷
王
不
明
、
信
用
讒
言
、
而
放
逐
己
、
正
以
仲
春
陰
陽
會
時
、
徙
我
東
行
、
遂
與
室
家
相
失
也
。
一

無
「
方
」
字
。

〔
訓
讀
文
〕

仲
春
は
、
二
月
な
り
。
刑
德
合
會
し
嫁
娶
の
時
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
懷
王 

不
明
に
し
て
、
讒
言
を
信
用
し
て
、
己
れ
を
放
逐
し
て
、
正
に

仲
春
の
陰
陽 

會
す
る
時
を
以
て
、
我
を
徙
し
て
東
行
せ
し
め
、
遂
に
室
家
と
相
失
す
る
な
り
。
一
に
「
方
」
の
字
無
し
。

〔
語
釋
〕

○
刑
德
合
會
嫁
娶
之
時

─
刑
は
陰
、
德
は
陽
。
陰
陽
が
整
い
、
婚
姻
の
と
き
で
も
あ
る
。
○
遂
與
室
家
相
失
也

─
最
終
的
に
家
族
と
お
互
い

を
見
失
う
こ
と
。
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（
５
）（
６
）〈
去
故
郷
而
就
遠
兮　
遵
江
夏
以
流
亡
〉

遵
、
循
也
。
江
夏
、
水
名
也
。
言
己
東
行
、
循
江
夏
之
水
而
遂
流
亡
、
無
還
郷
之
期
也
。

〔
補
曰
〕
前
漢
有
江
夏
郡
、
應
劭
曰
、「
沔
水
自
江
别
、
至
南
郡
華
容
爲
夏
水
、
過
郡
入
江
、
故
曰
江
夏
。」
水
經
云
、「
夏
水
出
江
津
、
於
江
陵
縣

東
南
。」
注
云
、「
江
津
、
豫
章
口
、
東
會
中
夏
口
、
是
夏
水
之
首
、
江
之
汜
也
。
所
謂
『
過
夏
首
而
西
浮
、
顧
龍
門
而
不
見
』
也
。」
又
云
、「
又

東
至
江
夏
雲
杜
縣
入
于
沔
。」
注
云
、「
應
劭
曰
、
江
别
入
沔
、
爲
夏
水
源
。
夫
『
夏
』
之
爲
名
、
始
於
分
江
、
冬
竭
夏
流
、
故
納
厥
稱
。
既
有
中

夏
之
目
、
亦
苞
大
夏
之
名
矣
。
當
其
決
入
之
所
土
、
謂
之
䐗
口
焉
。
鄭
玄
注
尚
書
『
滄
浪
之
水
』
言
、『
今
謂
之
夏
水
。』
劉
澄
之
著
永
初
山
川
記

云
、『
夏
水
古
文
以
爲
滄
浪
、
漁
父
所
歌
也
。』
因
此
言
之
、
水
應
由
沔
。
今
按
、
夏
水
是
江
流
沔
、
非
沔
入
夏
。
假
使
沔
注
夏
、
其
勢
西
南
、
非

尚
書
『
又
東
』
文
。
余
亦
以
爲
非
也
。
自
賭
口
下
沔
水
、兼
通
夏
首
、而
會
於
江
、謂
之
夏
汭
。
故
春
秋
傳
、『
呉
伐
楚
、沈
尹
戌
奔
命
於
夏
汭
也
。』

杜
預
曰
、『
漢
水
曲
入
江
、
即
夏
口
矣
。』」

〔
訓
讀
文
〕

遵
は
、
循
ふ
な
り
。
江
・
夏
は
、
水
の
名
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
己
れ
東
に
行
き
、
江
・
夏
の
水
に
循
ひ
て
遂
に
流
亡
し
、
還
郷
の
期
無
き
な

り
。

〔
補
に
曰
く
〕『
前
漢
』
に
、
江
夏
郡
有
り
。
應
劭
曰
く
、「
沔
水
は
江
よ
り
别
れ
て
、
南
郡
の
華
容
に
至
り
て
夏
水
と
爲
り
、
郡
を
過
ぎ
て
江
に

入
る
。
故
に
江
夏
と
曰
ふ
。」
と
。『
水
經
』
に
云
ふ
、「
夏
水
は
江
津
に
出
で
、
江
陵
縣
の
東
南
に
於
い
て
す
。」
と
。
注
に
云
ふ
、「
江
津
の
豫

章
口
、東
し
て
中
夏
口
に
會
す
。
是
れ
夏
水
の
首は
じ
め、江
の
汜
な
り
。
所
謂
『
夏 

首
を
過
ぎ
て
西
に
浮
か
び
、龍
門
を
顧
み
れ
ど
も
見
え
ざ
る
な
り
』」

と
。
又
云
ふ
、「
又
東
し
て
江
夏
雲
杜
縣
に
至
り
て
沔
に
入
る
。」
と
。
注
に
云
ふ
、「
應
劭
曰
は
く
、
江
别
れ
て
沔
に
入
り
、
夏
水
の
源
と
爲
る
。

夫
の
『
夏
』
之
を
名
と
爲
し
、
始
め
て
江
を
分
か
つ
に
於
い
て
、
冬
竭
き
夏
流
る
、
故
に
厥
の
稱
を
納
る
。
既
に
中
夏
の
目
有
る
も
、
亦
た
大
夏

の
名
を
苞
ぬ
。
其
の
決
入
の
所
に
當
た
り
て
、
土 

之
を
䐗
口
と
謂
ふ
。
鄭
玄 『
尚
書
』
の
『
滄
浪
の
水
』
に
注
し
て
言
ふ
、『
今 

之
を
夏
水
と
謂

ふ
。』
と
。
劉
澄
之
著
永
初
山
川
記
に
云
ふ
、『
夏
水
は
古
文
以
て
滄
浪
と
爲
す
。
漁
父
の
歌
ふ
所
な
り
。』
と
。
此
に
因
り
て
之
を
言
へ
ば
、
水 

應
に
沔
に
由
る
べ
し
。
今
、
按
ず
る
に
、
夏
水
は
是
れ
江
、
沔
に
流
れ
て
、
沔
、
夏
に
入
る
に
非
ず
。
假
し
沔
を
し
て
夏
に
注
が
し
め
ば
、
其
の
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一
一
九

勢
ひ
西
南
す
。『
尚
書
』
の
『
又
東
す
』
の
文
を
非
と
す
。
余
も
亦
た
以
て
非
と
爲
す
な
り
。
賭
口
自
り
沔
水
に
下
り
、
兼
ね
て
夏
の
首は
じ
めに
通
じ
、

而
し
て
江
に
會
す
。
之
を
夏か

汭ぜ
い

と
謂
ふ
。
故
に
『
春
秋
傳
』
に
、『
呉
、
楚
を
伐
ち
し
と
き
、
沈
尹
戌
、
夏
汭
に
奔
命
す
る
な
り
。』
と
。
杜
預
曰

は
く
、『
漢
水
曲
り
て
江
に
入
る
。
即
ち
夏
口
な
り
。』
と
。」

〔
語
釋
〕

○
前
漢

─
『
漢
書
』（
點
校
本
二
十
四
史
）
巻
二
十
八
上
「
地
理
志
第
八
上
」
に
同
文
あ
り
。
○
應
劭
曰

─
『
漢
書
』（
點
校
本
二
十
四
史
）

巻
二
十
八
上
「
地
理
志
第
八
上
」
唐
・
顏
師
古
注
本
に
同
文
あ
り
。
○
水
經
云

─
『
水
經
注
』（
水
經
注
校
證
）
巻
三
十
二
「
夏
水
」
に
同
文

あ
り
。
○
注
云

─
『
水
經
注
』（
水
經
注
校
證
）
巻
三
十
二
「
夏
水
」
に
同
文
あ
り
。
○
又
云

─
『
水
經
注
』（
水
經
注
校
證
）
巻
三
十
二
「
夏

水
」
に
同
文
あ
り
。
○
注
云

─
『
水
經
注
』（
水
經
注
校
證
）
巻
三
十
二
「
夏
水
」
に
「
應
劭
『
十
三
州
記
』
に
曰
く
、
江
別
れ
て
沔
に
入
り

て
夏
の
水
源
と
爲
る
。（
應
劭
『
十
三
州
記
』
曰
、
江
別
入
沔
爲
夏
水
源
。）」
と
あ
る
。
○
鄭
玄
注
尚
書

─
『
尚
書
正
義
』（
十
三
經
注
疏
）
巻

第
六
「
夏
書
」「
禹
貢
」
に
同
文
あ
り
。
○
劉
澄
之
著
永
初
山
川
記
云
─
未
詳
。
○
春
秋
傳

─
『
春
秋
左
傳
正
義
』（
十
三
經
注
疏
）
巻
四
十
二

「
昭
公
四
年
」
に
「
呉
伐
楚
入
棘
櫟
麻
、以
報
朱
方
之
役
、楚
沈
尹
射
奔
命
於
夏
汭
」
と
あ
る
。
○
杜
預
曰

─
『
春
秋
經
傳
集
解
』
巻
二
十
二
「
昭

公
四
年
」
に
同
文
あ
り
。

（
７
）〈
出
國
門
而
軫
懷
兮
〉

軫
、
痛
也
。
懷
、
思
也
。

〔
訓
讀
文
〕

軫
は
、
痛
む
な
り
。
懷
は
、
思
ふ
な
り
。
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（
８
）〈
甲
之
鼂
吾
以
行
〉

甲
、
日
也
。
鼂
、
旦
也
。
屈
原
放
出
郢
門
、
心
痛
而
思
、
始
去
正
以
甲
日
之
旦
而
行
。
紀
時
日
清
明
者
、
刺
君
不
聰
明
也
。
鼂
、
一
作
「
晁
」。

〔
補
曰
〕
鼂
・
晁
、
並
讀
爲
「
朝
暮
」
之
朝
。
馮
衍
賦
云
、「
甲
子
之
朝
兮
、
汩汩
吾
西
征
。」
注
云
、「
君
子
舉
事
尚
早
、
故
以
朝
言
也
。」

〔
訓
讀
文
〕

甲
は
、
日
な
り
。
鼂
は
、
旦
な
り
。
屈
原 

放
た
れ
て
郢
門
を
出
で
て
、
心
痛
み
て
思
ふ
。
始
め
去
る
や
、
正
に
甲
日
の
旦
を
以
て
行
く
。
時
日

の
清
明
な
る
者
を
紀
す
は
、
君
の
聰
明
な
ら
ざ
る
を
刺
る
な
り
。
鼂
は
、
一
に
「
晁
」
に
作
る
。

〔
補
に
曰
く
〕
鼂
・
晁
は
、
並
び
に
讀
ん
で
「
朝
暮
」
の
朝
と
爲
す
。
馮
衍
の
賦
に
云
ふ
、「
甲
子
の
朝
、
汩汩
と
し
て
吾 

西
に
征
く
。」
と
。
注
に

云
ふ
、「
君
子
の
舉
事 

尚
ほ
早
し
。
故
に
朝
を
以
て
言
ふ
な
り
。」
と
。

〔
語
釋
〕

○
馮
衍
賦
云

─
『
後
漢
書
』（
點
校
本
二
十
四
史
）
巻
二
十
八
下
「
馮
衍
傳
下
第
十
八
下
」
に
同
文
あ
り
。
○
注
云

─
未
詳
。

（
９
）（
10
）〈
發
郢
都
而
去
閭
兮　
怊
荒
忽
其
焉
極
〉

言
己
始
發
郢
、
去
我
閭
里
、
愁
思
荒
忽
、
安
有
窮
極
之
時
。
一
無
「
都
」
字
。
一
本
「
荒
」
上
有
「
怊
」
字
。
其
、
一
作
「
之
」。

〔
補
曰
〕
前
漢
、
南
郡
江
陵
縣
、
故
楚
郢
都
。「
楚
文
王
自
丹
陽
徙
此
。
後
九
世
平
王
城
之
。
後
十
世
秦
拔
我
郢
、
徙
東
郢
。」
閭
、
里
門
也
。
荒
忽
、

見
九
歌
。

〔
訓
讀
文
〕

言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
己
れ
始
め
郢
を
發
し
て
、
我
が
閭
里
を
去
る
や
、
愁
思
荒
忽
と
し
て
、
安
く
ん
ぞ
窮
極
の
時
有
ら
ん
や
。
一
に
「
都
」
の
字
無

し
。
一
本
「
荒
」
の
上
に
「
怊
」
の
字
有
り
。「
其
」
は
、
一
に
「
之
」
に
作
る
。



『
楚
辭
補
注
』譯
注
稿（
三
十
四
）

一
二
一

〔
補
に
曰
く
〕『
前
漢
』
に
、「
南
郡
の
江
陵
縣
」
と
。
故
の
楚
の
郢
都
な
り
。「
楚
の
文
王
、
丹
陽
よ
り
此
に
徙
る
。
後
九
世
の
平
王 

之
に
城き
づ

く
。

後
十
世
、
秦
、
我
が
郢
を
拔
き
、
東
郢
に
徙
る
。」
閭
は
、
里
門
な
り
。
荒
忽
は
、「
九
歌
」
に
見
ゆ
。

〔
語
釋
〕

○
前
漢

─
『
史
記
』（
點
校
本
二
十
四
史
）
巻
四
十
「
楚
世
家
第
十
」
の
杜
預
注
に
「
國
都
に
都
す
、今
の
南
郡
江
陵
縣
北
紀
南
城
は
是
れ
な
り
。

（
國
都
於
郢
、今
南
郡
江
陵
縣
北
紀
南
城
是
也
。）」
と
あ
る
。
○
見
九
歌

─
『
楚
辭
補
注
』（
楚
辭
要
籍
叢
刊
）
巻
第
二
「
九
歌
章
句
第
二
」「
湘

夫
人
」
に
「
荒
忽
と
し
て
遠
く
望
め
ば 

流
水
の
潺
湲
た
る
を
觀
る
（
荒
忽
兮
遠
望 

觀
流
水
兮
潺
湲
）」
と
あ
る
。『
楚
辭
補
注
』
譯
注
稿
（
十
七
）

（『
國
學
院
中
國
學
會
報
』
第
五
十
輯
所
収
）
に
既
出
。

（
11
）〈
楫
齊
揚
以
容
與
兮
〉

楫
、
船
櫂
也
。
齊
、
同
也
。
揚
、
舉
也
。

〔
補
曰
〕
楫
音
接
。

〔
訓
讀
文
〕

楫
は
、
船
の
櫂
な
り
。
齊
は
、
同
な
り
。
揚
は
、
舉
ぐ
る
な
り
。

〔
補
に
曰
く
〕
楫
、
音
は
接
。

（
12
）〈
哀
見
君
而
不
再
得
〉

言
己
去
乘
船
、
士
卒
齊
舉
楫
櫂
、
低
徊
容
與
、
咸
有
還
意
。
自
傷
卒
去
、
而
不
得
再
事
於
君
也
。



一
二
二

國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
七
輯

〔
訓
讀
文
〕

言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
己
れ
去
り
て
船
に
乘
り
、
士
卒 

齊
し
く
楫
櫂
を
舉
げ
、
低
徊
容
與
し
、
咸み
な 

還
意
有
り
。
自
ら
傷
む
ら
く
は
、
卒
に
去
り
て
、

再
び
君
に
事
ふ
る
を
得
ざ
る
こ
と
を
。

〔
語
釋
〕

○
士
卒
齊
舉
楫
櫂

─
舟
人
が
櫂
の
動
き
を
揃
え
る
こ
と
。
○
低
徊
容
與

─
船
を
ゆ
っ
く
り
と
進
め
る
さ
ま
。

〔
本
文
〕

（
13
）
望
長
楸
而
太
息
兮　
　

長ち
や
う
し
う楸を

望
み
て
太
息
し

（
14
）
涕
淫
淫
其
若
霰　
　
　

涕 

淫
淫
と
し
て
其
れ
霰さ
ん

の
若
し

（
15
）
過
夏
首
而
西
浮
兮　
　

夏
首
を
過
ぎ
て
西
に
浮
び

（
16
）
顧
龍
門
而
不
見　
　
　

龍
門
を
顧
み
る
も
見
え
ず

（
17
）
心
嬋
媛
而
傷
懐
兮　
　

心 

嬋せ
ん
え
ん媛
と
し
て
傷
み
懐
ひ

（
18
）
眇
不
知
其
所
蹠　
　
　

眇べ
う

と
し
て
其
の
蹠
む
所
を
知
ら
ず

（
19
）
順
風
波
以
從
流
兮　
　

風
波
に
順
ひ
以
て
從
流
し

（
20
）
焉
洋
洋
而
爲
客　
　
　

焉こ
こ

に
洋
洋
と
し
て
客
と
爲
る

（
21
）
淩
陽
侯
之
氾
濫
兮　
　

陽
侯
の
汜
濫
た
る
に
淩の

り

（
22
）
忽
翺
翔
之
焉
薄　
　
　

忽
と
し
て
翺こ
う
し
や
う翔し
て
焉い
づ

く
に
か
薄と
ど

ま
ら
ん

（
23
）
心
絓
結
而
不
解
兮　
　

心 

絓か
く
け
つ結
と
し
て
解
け
ず

（
24
）
思
蹇
産
而
不
釋　
　
　

思
ひ 

蹇け
ん
さ
ん産
と
し
て
釋
け
ず



『
楚
辭
補
注
』譯
注
稿（
三
十
四
）

一
二
三

（
25
）
將
運
舟
而
下
浮
兮　
　

將
に
舟
を
運め
ぐ
らし
て
下
に
浮
ば
ん
と
す

（
26
）
上
洞
庭
而
下
江　
　
　

洞
庭
を
上
り
江
を
下
る

（
27
）
去
終
古
之
所
居
兮　
　

終
古
の
居
る
所
を
去
り
て

（
28
）
今
逍
遙
而
來
東　
　
　

今 

逍
遙
と
し
て
東
に
來
る

〔
通
釋
〕

な
つ
か
し
い
都
の
梓
の
大
木
を
望
み
見
て
た
め
い
き
を
つ
き
、
涙
は
は
ら
は
ら
と
あ
ら
れ
の
よ
う
に
流
れ
そ
そ
ぐ
。
夏
水
の
川
口
を
通
過
し
て
西

に
流
れ
行
け
ば
、
竜
門
を
顧
み
て
も
、
も
う
見
え
な
い
。
心
ひ
か
れ
て
傷
み
懐
い
、
前
途
は
遠
く
遥
か
で
、
ど
こ
に
行
っ
た
ら
よ
い
か
も
わ
か
ら

な
い
。
風
波
に
順
い
流
れ
に
ま
か
せ
て
、
か
く
は
、
行
く
え
定
め
ぬ
旅
人
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
み
な
ぎ
り
あ
ふ
れ
る
大
波
に
乗
り
、
忽
然
と
鳥

の
ご
と
く
飛
び
な
が
ら
、
ど
こ
に
至
り
と
ど
ま
ろ
う
と
す
る
の
か
。
心
は
ひ
ど
く
こ
だ
わ
っ
て
ほ
ぐ
れ
ず
、
思
い
は
固
く
ゆ
き
つ
ま
っ
て
伸
び
な

い
。
船
を
漕
ぎ
進
め
流
れ
を
下
ろ
そ
う
と
し
て
、
洞
庭
湖
の
入
り
口
の
処
を
経
て
、
揚
子
江
を
下
る
。
先
祖
代
々
住
み
慣
れ
た
土
地
を
離
れ
て
、

わ
た
し
は
さ
ま
よ
い
つ
つ
、
東
へ
と
や
っ
て
来
た
。

〔
洪
興
祖
補
注
〕

（
13
）〈
望
長
楸
而
太
息
兮
〉

長
楸
、
大
梓
。
太
、
一
作
歎
。

〔
補
曰
〕
楸
音
秋
。

〔
訓
讀
文
〕

長
楸
は
、
大
梓
。
太
は
、
一
に
歎
に
作
る
。



一
二
四

國
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學
會
報
　
第
六
十
七
輯

〔
補
に
曰
く
〕
楸
音
は
秋
。

（
14
）〈
涕
淫
淫
其
若
霰
〉

淫
淫
、
流
貌
也
。
言
己
顧
望
楚
都
、
見
其
大
道
長
樹
、
悲
而
太
息
、
涕
下
淫
淫
、
如
雨
霰
也
。

〔
訓
讀
文
〕

淫
淫
は
、
流
る
る
貌
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
己
れ
楚
の
都
を
顧
望
し
て
、
其
の
大
道
の
長
樹
を
見
て
、
悲
し
み
て
太
息
し
、
涕
下
り
て
淫
淫
た

る
こ
と
、
霰
の
雨あ
め
ふる

が
如
き
な
り
。

〔
語
釋
〕

○
涕
下
淫
淫
、
如
雨
霰
也

─
悲
し
み
で
涙
が
流
れ
る
さ
ま
が
あ
ら
れ
が
ふ
る
よ
う
で
あ
る
と
い
う
意
。

（
15
）〈
過
夏
首
而
西
浮
兮
〉

夏
首
、
夏
水
口
也
。
船
獨
流
爲
浮
也
。

〔
補
曰
〕
荀
子
曰
、
夏
首
之
南
有
人
焉
。

〔
訓
讀
文
〕

夏
首
は
、
夏
水
の
口
な
り
。
船
の
獨
り
流
る
る
を
浮
と
爲
す
な
り
。

〔
補
に
曰
く
〕
荀
子
に
曰
く
、
夏
首
の
南
に
人
有
り
と
。



『
楚
辭
補
注
』譯
注
稿（
三
十
四
）

一
二
五

〔
語
釋
〕

○
夏
水
口

─
夏
水
は
今
の
長
夏
河
で
あ
り
、
大
江
に
注
ぐ
。
夏
水
口
は
そ
の
川
口
で
あ
る
。
○
荀
子

─
『
荀
子
集
解
』（
新
編
諸
子
集
成
）

巻
十
五
「
解
蔽
篇
」
に
同
文
あ
り
。

（
16
）〈
顧
龍
門
而
不
見
〉

龍
門
、
楚
東
門
也
。
言
己
從
西
浮
而
東
行
、
過
夏
水
之
口
、
望
楚
東
門
、
蔽
而
不
見
、
自
傷
日
以
遠
也
。

〔
補
曰
〕
水
經
云
、
龍
門
、
即
郢
城
之
東
門
。
又
、
伍
端
休
江
陵
記
云
、
南
關
三
門
、
其
一
名
龍
門
、
一
名
修
門
。
修
門
、
見
招
魂
。

〔
訓
讀
文
〕

龍
門
は
、
楚
の
東
門
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
己
れ
西
從
り
浮
び
て
東
行
し
、
夏
水
の
口
を
過
ぎ
て
、
楚
の
東
門
を
望
む
も
、
蔽
は
れ
て
見
え
ず
、

自
ら
日
に
以
て
遠
ざ
か
る
を
傷
む
な
り
。

〔
補
に
曰
く
〕
水
經
に
云
は
く
、
龍
門
は
、
即
ち
郢
城
の
東
門
な
り
と
。
又
、
伍
端
休
江
陵
記
に
云
は
く
、
南
關
の
三
門
は
、
其
の
一
は
名
は
龍
門
、

一
は
名
は
修
門
。
修
門
は
、
招
魂
に
見
ゆ
、
と
。

〔
語
釋
〕

○
水
經

─
『
水
經
注
』
巻
三
十
二
「
夏
水
」
に
同
文
あ
り
。
○
伍
端
休
江
陵
記

─
『
楚
辭
章
句
疏
證
』（
上
海
古
籍
出
版
社
）
に
は
「
其
の

引
く
江
陵
記
は
、
今
佚
す
、
但
だ
『
太
平
寰
宇
記
』
巻
一
四
六
山
南
東
道
五
荊
州
の
引
く
に
存
す
る
の
み
（
其
引
江
陵
記
、
今
佚
、
但
存
『
太
平

寰
宇
記
』
巻
一
四
六
山
南
東
道
五
荊
州
引
）」
と
あ
る
。
○
見
招
魂

─
『
楚
辭
』「
招
魂
」
に
「
魂
よ
歸
り
來
た
り
、
修
門
よ
り
入
れ
（
魂
兮
歸

來
、
入
修
門
些
）」
と
あ
り
、
そ
の
『
補
注
』
で
は
「
修
門
は
、
已
に
九
章
の
「
龍
門
」
注
の
中
に
見
ゆ
（
修
門
、
已
見
九
章
「
龍
門
」
注
中
）」

と
あ
る
。



一
二
六

國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
七
輯

（
17
）〈
心
嬋
媛
而
傷
懐
兮
〉

嬋
媛
、
猶
牽
引
也
。

〔
訓
讀
文
〕

嬋
媛
は
、
猶
ほ
牽
引
の
ご
と
き
な
り
。

〔
語
釋
〕

○
牽
引

─
こ
こ
で
は
心
が
引
き
つ
け
ら
れ
る
と
い
う
意
。

（
18
）〈
眇
不
知
其
所
蹠
〉

眇
、
猶
遠
也
。
蹠
、
踐
也
。
言
己
顧
視
龍
門
不
見
、
則
心
中
牽
引
而
痛
、
遠
視
眇
然
、
足
不
知
當
所
踐
蹠
也
。
其
、
一
作
余
。
一
無
其
字
。
文
苑

作
所
它
。

〔
補
曰
〕
蹠
音
隻
。

〔
訓
讀
文
〕

眇
は
、
猶
ほ
遠
き
が
ご
と
き
な
り
。
蹠
は
、
踐
む
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
己
れ
龍
門
を
顧
視
す
る
も
見
え
ざ
れ
ば
、
則
ち
心
中
牽
引
せ
ら
れ
て

痛
み
、
遠
く
視
れ
ば
眇
然
と
し
て
、
足
の
當
に
踐
蹠
す
る
所
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
其
は
、
一
に
余
に
作
る
。
一
に
其
の
字
無
し
。
文
苑
は
所
它
に

作
る
。

〔
補
に
曰
く
〕
蹠 

音
は
隻
、
と
。



『
楚
辭
補
注
』譯
注
稿（
三
十
四
）

一
二
七

〔
語
釋
〕

○
眇
然

─
は
る
か
遠
い
さ
ま
。
○
文
苑

─
未
詳
。

（
19
）（
20
）〈
順
風
波
以
從
流
兮 

焉
洋
洋
而
爲
客
〉

洋
洋
、
無
所
歸
貌
也
。
言
己
憂
不
知
所
踐
、
則
聽
船
順
風
、
遂
洋
洋
遠
客
、
而
無
所
歸
也
。

〔
補
曰
〕
洋
洋
、
水
盛
貌
。
焉
、
讀
如
且
焉
止
息
之
焉
。

〔
訓
讀
文
〕

洋
洋
は
、
歸
す
る
所
無
き
貌
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
己
れ
憂
へ
て
踐
む
所
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
船
に
聽し
た
がひ

て
風
に
順
ひ
、
遂
に
洋
洋
た
る
遠

客
に
し
て
、
歸
す
る
所
無
き
な
り
。

〔
補
に
曰
く
〕
洋
洋
は
、
水
の
盛
ん
な
る
貌
な
り
。
焉
は
、
讀
む
こ
と
且
焉
止
息
の
焉
の
如
し
と
。

〔
語
釋
〕

○
遠
客

─
遠
客
は
遠
国
の
旅
人
の
意
。『
章
句
』
は
「
洋
洋
は
、
歸
る
所
無
き
貌
」
と
し
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
、
行
く
え
な
く
さ
ま
よ
う

旅
人
と
な
っ
た
と
す
る
。
○
讀
如
且
焉
止
息
之
焉

─
助
辞
の
こ
こ
に
と
い
う
意
。

（
21
）〈
淩
陽
侯
之
氾
濫
兮
〉

淩
、
乘
也
。
陽
侯
、
大
波
之
神
。
濫
、
一
作
灠灠
。

〔
補
曰
〕
戰
國
策
云
、
塞
漏
舟
而
輕
陽
侯
之
波
、
則
舟
覆
矣
。
淮
南
云
、
武
王
伐
紂
、
渡
于
孟
津
、
陽
侯
之
波
、
逆
流
而
擊
。
注
云
、
陽
侯
、
陵

陽
國
侯
也
。
其
國
近
水
、
溺
死
於
水
。
其
神
龍
爲
大
波
、
有
所
傷
害
、
因
謂
之
陽
侯
之
波
也
。
應
劭
曰
、
陽
侯
、
古
之
諸
侯
。
有
罪
、
自
投
江
、

其
神
爲
大
波
。
氾
、
孚
梵
切
。



一
二
八

國
學
院
中
國
學
會
報
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七
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〔
訓
讀
文
〕

淩
は
、
乘
る
な
り
。
陽
侯
は
、
大
波
の
神
な
り
。
濫
は
、
一
に
灠灠
に
作
る
。

〔
補
に
曰
く
〕
戰
國
策
に
云
く
、
漏
舟
を
塞
ぎ
て
陽
侯
の
波
を
輕
ん
ず
れ
ば
、
則
ち
舟
覆
ら
ん
と
。
淮
南
に
云
く
、
武
王 

紂
を
伐
ち
、
孟
津
に
渡

る
に
、
陽
侯
の
波
、
逆
流
し
て
擊
つ
と
。
注
に
云
く
、
陽
侯
は
、
陵
陽
國
侯
な
り
。
其
の
國 

水
に
近
く
、
水
に
溺
死
す
。
其
の
神
龍 

大
波
を
爲

し
て
、
傷
害
す
る
所
有
り
、
因
り
て
之
を
陽
侯
の
波
と
謂
ふ
な
り
と
。
應
劭
曰
く
、
陽
侯
は
、
古
の
諸
侯
な
り
。
罪
有
り
て
、
自
ら
江
に
投
し
、

其
の
神
は
大
波
を
爲
す
と
。
氾
は
、
孚
梵
の
切
、
と
。

〔
語
釋
〕

○
陽
侯

─
水
神
の
名
。
ま
た
は
波
の
こ
と
を
言
い
、
晋
の
陽
陵
国
の
君
が
溺
死
し
て
水
神
と
な
り
、
常
に
風
波
を
興
し
て
船
を
覆
す
と
い
う
伝

説
に
よ
る
。
以
下
で
引
か
れ
る
文
献
及
び
注
は
そ
の
説
明
。
○
戰
國
策

─
『
戦
國
策
校
注
』
巻
二
十
七
「
韓
策
二
」「
謂
公
叔
曰
乘
舟
」
に
同

文
あ
り
。
○
淮
南

─
『
淮
南
鴻
烈
集
解
』（
新
編
諸
子
集
成
）
巻
六
「
覽
冥
訓
」
に
「
武
王
の
紂
を
伐
つ
や
、
孟
津
に
渡
り
、
陽
侯
の
波
、
逆

流
し
て
擊
ち
、
疾
風
晦
冥
し
て
、
人
馬 

相
ひ
見
え
ず
（
武
王
伐
紂
、
渡
于
孟
津
、
陽
侯
之
波
、
逆
流
而
擊
、
疾
風
晦
冥
、
人
馬
不
相
見
）」
と
あ
る
。

○
注
云

─
前
に
示
し
た
『
淮
南
子
』
本
文
の
高
誘
の
注
に
同
文
あ
り
。
○
應
劭
曰

─
『
漢
書
』（
點
校
本
二
十
四
史
）
巻
八
十
七
上
、
揚
雄

伝
に
引
か
れ
る
「
反
離
騒
」
の
「
陵
陽
侯
之
素
波
兮
」
の
顔
師
古
注
所
引
の
應
劭
注
に
同
文
あ
り
。

（
22
）〈
忽
翺
翔
之
焉
薄
〉

薄
、
止
也
。
言
己
遂
復
乗
大
波
而
遊
、
忽
然
無
所
止
薄
也
。
之
、
一
作
而
、
一
作
兮
。

〔
訓
讀
文
〕

薄
は
、
止
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
己
れ
遂
に
復
た
大
波
に
乗
り
て
遊
び
、
忽
然
と
し
て
止
薄
す
る
所
無
し
。
之
は
、
一
に
而
に
作
り
、
一
に
兮

に
作
る
。



『
楚
辭
補
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注
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三
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四
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一
二
九

〔
語
釋
〕

○
止
薄

─
と
ど
ま
り
寄
り
付
く
。

（
23
）〈
心
絓
結
而
不
解
兮
〉

絓
、
懸
。

〔
補
曰
〕
絓
、
礙
也
。
音
畫
。

〔
訓
讀
文
〕

絓
は
、
懸さ
ま
たぐ

る
な
り
。

〔
補
に
曰
く
〕
絓
は
、
礙
な
り
。
音
は
畫
、
と
。

〔
語
釋
〕

○
絓
結

─
『
章
句
』
は
絓
は
懸
と
し
、『
補
注
』
は
「
絓
は
、
礙
」
と
し
て
い
る
。
両
者
と
も
妨
げ
を
受
け
る
と
い
う
意
で
あ
り
、
こ
こ
で
は

心
が
ふ
さ
が
る
と
う
い
う
意
で
あ
る
。

（
24
）〈
思
蹇
產
而
不
釋
〉

蹇
產
、
詰
屈
也
。
言
己
乗
船
踏
波
、
愁
而
恐
懼
、
則
心
肝
縣
結
、
思
念
詰
屈
、
而
不
可
解
釋
也
。

〔
補
曰
〕
山
曲
曰
𡾰𡾰
嵼嵼
。
義
與
此
同
。

〔
訓
讀
文
〕

蹇
產
は
、
詰
屈
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
己
れ
船
に
乗
り
て
踏
波
し
、
愁
へ
て
恐
懼
す
れ
ば
、
則
ち
心
肝 

縣
結
、
思
念 

詰
屈
し
、
解
釋
す
べ
か



一
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ら
ざ
る
な
り
。

〔
補
に
曰
く
〕
山
の
曲
が
る
を
𡾰𡾰
嵼嵼
と
曰
ふ
。
義 

此
れ
と
同
じ
、
と
。

〔
語
釋
〕

○
詰
屈

─
か
が
ま
っ
て
の
び
な
い
さ
ま
。
○
心
肝
縣
結

─
心
が
ふ
さ
が
る
さ
ま
。
○
思
念
詰
屈

─
思
い
が
か
が
ま
っ
て
の
び
な
い
さ
ま
。

○
𡾰𡾰
嵼嵼

─
山
の
阿
。『
補
注
』
で
は
曲
が
っ
た
さ
ま
を
示
す
こ
と
か
ら
、
蹇
產
と
同
義
と
し
て
い
る
。

（
25
）〈
將
運
舟
而
下
浮
兮
〉

運
、
回
也
。

〔
訓
讀
文
〕

運
は
、
回め

ぐ
ら
す
な
り
。

（
26
）〈
上
洞
庭
而
下
江
〉

言
己
憂
愁
、
身
不
能
安
處
也
。

〔
訓
讀
文
〕

言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
己
れ
憂
愁
し
て
、
身
の
安
ん
ず
る
能
は
ざ
る
處
な
り
。

（
27
）〈
去
終
古
之
所
居
兮
〉

遠
離
先
祖
之
宅
舍
也
。



『
楚
辭
補
注
』譯
注
稿（
三
十
四
）

一
三
一

〔
訓
讀
文
〕

遠
く
先
祖
の
宅
舍
を
離
る
る
な
り
。

〔
語
釋
〕

○
先
祖
之
宅
舍

─
先
祖
代
々
住
ん
で
い
た
楚
の
都
で
あ
る
郢
の
こ
と
。

（
28
）〈
今
逍
遙
而
來
東
〉

遂
行
遊
戲
、
涉
江
湖
也
。

〔
訓
讀
文
〕

遂
に
行
き
て
遊
戲
し
、
江
湖
を
渉
る
な
り
。

〔
語
釋
〕

○
江
湖

─
こ
こ
で
は
揚
子
江
と
洞
庭
湖
の
こ
と
を
指
す
。

〔
本
文
〕

（
29
）
羌
靈
䰟䰟
之
欲
歸
兮　
　
　
　

羌あ
あ 

靈れ
い
こ
ん䰟䰟
の
歸
ら
ん
と
欲
す
る

（
30
）
何
須
臾
而
忘
反　
　
　
　
　

何
ぞ
須
臾
も
反
る
を
忘
れ
ん

（
31
）
背
夏
浦
而
西
思
兮　
　
　
　

夏
浦
を
背
に
し
て
西
思
し

（
32
）
哀
故
都
之
日
遠　
　
　
　
　

故
都
の
日
に
遠
ざ
か
る
を
哀
し
む
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（
33
）
登
大
墳
以
遠
望
兮　
　
　
　

大
墳
に
登
り
て
以
て
遠
く
望
み

（
34
）
聊
以
舒
吾
憂
心　
　
　
　
　

聊し
ば
らく
以
て
吾
が
憂
心
を
舒
ぶ

（
35
）
哀
州
土
之
平
樂
兮　
　
　
　

州
土
の
平
樂
を
哀
し
み

（
36
）
悲
江
介
之
遺
風　
　
　
　
　

江
介
の
遺
風
を
悲
し
む

（
37
）
當
陵
陽
之
焉
至
兮　
　
　
　

陵
陽
に
當
り
て
焉
く
に
か
至
ら
ん

（
38
）
淼
南
渡
之
焉
如　
　
　
　
　

淼べ
ふ

と
し
て
南
渡
し
て
焉
く
に
か
如
か
ん

（
39
）
曽
不
知
夏
之
爲
丘
兮　
　
　

曽
ち
夏
の
丘
と
爲
る
を
知
ら
ず

（
40
）
孰
兩
東
門
之
可
蕪　
　
　
　

孰な
ん

ぞ
兩
東
門
を
蕪
す
べ
け
ん

〔
通
釋
〕

あ
あ
、
わ
が
た
ま
し
い
の
都
に
帰
り
た
が
る
こ
と
よ
、
ど
う
し
て
し
ば
ら
く
も
都
に
戻
ろ
う
と
す
る
こ
と
を
忘
ら
れ
よ
う
か
。
夏
浦
を
後
ろ
に
西

の
か
た
を
思
い
つ
つ
、
な
つ
か
し
き
郢
の
都
の
日
々
に
遠
ざ
か
る
の
を
悲
し
む
。
高
い
堤
防
に
登
り
立
ち
、
遠
く
か
な
た
を
望
み
見
て
、
し
ば
ら

く
は
わ
が
憂
い
の
心
を
な
ぐ
さ
め
る
。
し
か
し
広
々
と
し
た
豊
か
な
土
地
を
目
に
す
る
に
つ
け
、
ま
た
こ
の
揚
子
江
沿
い
の
地
方
に
残
さ
れ
て
い

る
良
俗
を
思
う
に
つ
け
、
悲
哀
の
情
の
み
が
心
に
せ
ま
る
。
遼
陽
に
向
か
っ
て
進
む
が
、
一
体
ど
こ
に
至
る
の
で
あ
ろ
う
。
水
は
広
広
と
し
て
限

り
な
く
、
南
へ
渡
っ
て
ど
こ
に
行
っ
た
ら
よ
い
の
か
。
君
は
讒
佞
の
臣
に
蔽
わ
れ
て
、
宮
殿
の
廃
墟
と
化
す
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
ど
う
し
て
都

の
二
つ
の
東
門
を
荒
廃
さ
せ
て
よ
か
ろ
う
か
。

〔
洪
興
祖
補
注
〕

（
29
）〈
羌
靈
䰟
之
欲
歸
兮
〉

精
神
夢
遊
、
還
故
居
也
。
羌
、
一
作
唴唴
。
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四
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一
三
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〔
補
曰
〕
羌
、
發
聲
也
。
唴唴
、
丘
亮
切
。
於
義
不
通
。

〔
訓
讀
文
〕

精
神 

夢
に
遊
び
て
、
故
居
に
還
る
な
り
。
羌
、
一
に
唴唴
に
作
る
。

〔
補
に
曰
く
〕
羌
は
、
發
聲
な
り
。
唴唴
は
、
丘
亮
の
切
。
義
に
於
い
て
通
ぜ
ず
、
と
。

〔
語
釋
〕

◯
精
神
夢
遊

─
肉
体
か
ら
離
れ
た
魂
が
彷
徨
う
こ
と
。
藤
野
岩
友
博
士
『
漢
詩
大
系
３
』「
招
魂
」
の
箇
所
に
詳
し
い
。
◯
唴唴

─
声
が
絶
え

る
ほ
ど
泣
き
極
ま
る
こ
と
。
な
お
、「
義
に
於
い
て
通
ぜ
ず
」（
於
義
不
通
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
「
羌
」
で
は
意
味
が
通
じ
な
い
。

（
30
）〈
何
須
㬰
而
忘
反
〉

倚
住
顧
望
、
常
欲
去
也
。

〔
訓
讀
文
〕

倚
住
顧
望
し
て
、
常
に
去
か
ん
と
欲
す
る
な
り
。

〔
語
釋
〕

◯
倚
住

─
立
ち
止
ま
る
こ
と
。
◯
顧
望

─
こ
こ
で
は
郢
都
を
振
返
り
眺
め
る
。

（
31
）〈
背
夏
浦
而
西
思
兮
〉

背
水
嚮
家
、
念
親
屬
也
。
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〔
訓
讀
文
〕

水
を
背
に
し
て
家
に
嚮
ひ
て
、
親
屬
を
念
ふ
な
り
。

〔
語
釋
〕

◯
背
水

─
「
水
」
は
こ
こ
で
は
夏
浦
を
指
す
。
◯
念
親
屬

─
「
念
」
は
懐
か
し
む
の
意
、
こ
こ
で
は
故
国
の
こ
と
を
懐
か
し
く
思
っ
て
い
る

こ
と
。

（
32
）〈
哀
故
都
之
日
遠
〉

遠
離
郢
都
、
何
遼
遼
也
。

〔
訓
讀
文
〕

遠
く
郢
都
を
離
れ
、
何
ぞ
遼
遼
た
る
や
。

〔
語
釋
〕

◯
遼
遼

─
遥
か
彼
方
遠
い
こ
と
。

（
33
）〈
登
大
墳
以
遠
望
兮
〉

想
見
宮
闕
與
廊
廟
也
。
水
中
高
者
爲
墳
。
詩
曰
、
遵
彼
汝
墳
。

〔
訓
讀
文
〕

宮
闕
と
廊
廟
と
を
想
見
す
る
な
り
。
水
中
の
高
き
者
を
墳
と
爲
す
。
詩
に
曰
く
、
彼
の
汝
墳
に
遵
ふ
、
と
。



『
楚
辭
補
注
』譯
注
稿（
三
十
四
）

一
三
五

〔
語
釋
〕

◯
想
見
宮
闕
與
廊
廟

─
郢
都
の
こ
と
を
追
想
し
て
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
。
◯
詩
曰

─
『
毛
詩
正
義
』（
十
三
経
注
疏
）国
風 

周
南 

巻
第
一「
汝

墳
」
に
同
文
あ
り
。

（
34
）〈
聊
以
舒
吾
憂
心
〉

且
展
我
情
、
渫
憂
思
也
。

〔
訓
讀
文
〕

且
く
我
が
情
を
展
べ
、
憂
思
を
渫
ら
す
な
り
。

〔
語
釋
〕

◯
展
我
情

─
眺
め
な
が
ら
憂
い
広
が
る
こ
と
。
◯
渫
憂
思

─
憂
い
を
渫
ら
し
て
発
散
さ
せ
る
こ
と
。

（
35
）〈
哀
州
土
之
平
樂
兮
〉

閔
惜
鄉鄉
邑
之
饒
富
也
。

〔
補
曰
〕
樂
音
洛
。

〔
訓
讀
文
〕

鄉鄉
邑
の
饒
富
な
る
を
閔
惜
す
る
な
り
。

〔
補
に
曰
く
〕
樂
、
音
洛
、
と
。
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〔
語
釋
〕

◯
饒
富

─
邑
郷
が
賑
わ
い
富
ん
で
い
る
こ
と
。
◯
閔
惜

─
こ
こ
で
は
あ
わ
れ
み
惜
し
む
こ
と
。

（
36
）〈
悲
江
介
之
遺
風
〉

遠
渉
大
川
、
民
俗
異
也
。
介
、
一
作
界
。

〔
補
曰
〕
薛
君
韓
詩
章
句
曰
、
介
、
界
也
。
曹
子
建
詩
云
、
江
介
多
悲
風
。
注
云
、
介
、
間
也
。

〔
訓
讀
文
〕

遠
く
大
川
を
渉
り
、
民
俗 

異
な
れ
り
。
介
、
一
に
界
に
作
る
な
り
。

〔
補
に
曰
く
〕
薛
君
韓
詩
章
句
に
曰
く
、
介
は
、
界
な
り
、
と
。
曹
子
建
の
詩
に
云
ふ
、
江
介
悲
風
多
し
、
と
。
注
に
云
ふ
、
介
は
、
間
な
り
、
と
。

〔
語
釋
〕

◯
曹
子
建
詩
云

─
『
六
臣
注
文
選
』（
日
本
足
利
學
校
藏
宋
刊
明
州
本
）
巻
二
十
九
「
雜
詩
上
」
に
同
文
あ
り
。
◯
注
云

─
『
六
臣
注
文
選
』

（
日
本
足
利
學
校
藏
宋
刊
明
州
本
）巻
二
十
九「
雑
詩
上
」の
劉
良
の
注
に
同
文
あ
り
。
◯
薛
君
韓
詩
章
句
曰

─
薛
漢
の
韓
詩
章
句
の
こ
と
。『
六

臣
注
文
選
』（
日
本
足
利
學
校
藏
宋
刊
明
州
本
）
巻
六
「
左
太
沖
魏
都
賦
」
李
善
の
注
に
同
文
あ
り
。

（
37
）〈
當
陵
陽
之
焉
至
兮
〉

意
欲
騰
馳
、
道
安
極
也
。
陵
、
一
作
淩
。

〔
補
曰
〕
前
漢
、
丹
陽
郡
有
陵
陽
、
仙
人
陵
陽
子
明
所
居
也
。
大
人
賦
云
、
反
大
壹
而
從
陵
陽
。



『
楚
辭
補
注
』譯
注
稿（
三
十
四
）

一
三
七

〔
訓
讀
文
〕

騰た
ふ
ち馳
せ
ん
と
意
欲
す
る
に
、
道 

安
く
に
か
極い
た

ら
ん
や
。
陵
は
、
一
に
淩
に
作
る
。

〔
補
に
曰
く
〕
前
漢
、
丹
陽
郡
に
陵
陽
有
り
、
仙
人
の
陵
陽
子
明
の
居
る
所
な
り
。
大
人
賦
に
云
ふ
、
大
壹
に
反
り
て
陵
陽
に
從
ふ
、
と
。

〔
語
釋
〕

◯
騰
馳

─
騎
乗
し
上
り
馳
せ
る
、
越
え
る
の
意
。
◯
丹
陽
郡

─
『
漢
書
』（
點
校
本
二
十
四
史
）
巻
二
十
八
上
地
理
志
に
「
丹
揚
郡
、
故
と

鄣
郡
な
り
。
江
都
に
屬
す
。
武
帝
の
元
封
二
年
、
名
を
丹
揚
に
更
む
。（
丹
揚
郡
、
故
鄣
郡
。
屬
江
都
。
武
帝
元
封
二
年
更
名
丹
揚
。）」
と
あ
る
。

な
お
、
同
書
で
は
「
陽
」
を
「
揚
」
に
作
る
。
◯
大
人
賦
云

─
『
漢
書
』（
點
校
本
二
十
四
史
）
巻
五
十
七
「
司
馬
相
如
伝
第
二
十
七
下
」
に

同
文
あ
り
。

（
38
）〈
淼
南
渡
之
焉
如
〉

淼
滉
彌
望
、
無
際
極
也
。
渡
、
一
作
度
。
一
云
、
淼
瀁
彌
望
、
無
棲
集
也
。

〔
訓
讀
文
〕

淼
滉 

彌
望
す
れ
ど
も
、
際
極
無
し
。
渡
、
一
に
度
に
作
る
。
一
に
云
ふ
、
淼
瀁 

彌
望
す
れ
ど
も
、
棲
集 

無
き
な
り
。

〔
語
釋
〕

◯
淼
滉
彌
望

─
水
の
広
々
と
し
た
様
を
見
渡
す
こ
と
。

（
39
）〈
曽
不
知
夏
之
爲
丘
兮
〉

夏
、
大
殿
也
。
丘
、
墟
也
。
詩
云
、
於
我
乎
夏
屋
渠
渠
。
懐
王
信
用
讒
佞
、
國
將
危
亡
。
曽
不
知
其
所
居
宮
殿
當
爲
墟
也
。
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〔
補
曰
〕
夏
、
大
屋
。
楊
子
曰
、
震
風
淩
雨
、
然
後
知
夏
屋
之
爲
帡帡
幪
也
。

〔
訓
讀
文
〕

夏
は
、
大
殿
な
り
。
丘
は
、
墟
な
り
。
詩
に
云
ふ
、
我
に
於
け
る
や
夏
屋 

渠
渠
た
り
、
と
。
懐
王
は
讒
佞
を
信
用
し
、
國 

將
に
危
亡
せ
ん
と
す
。

曾
ち
其
の
居
る
所
の
宮
殿 

當
に
墟
と
爲
る
べ
き
を
知
ら
ざ
る
な
り
。

〔
補
に
曰
く
〕
夏
は
、
大
屋
な
り
。
楊
子
曰
く
、
震
風
淩
雨
あ
り
て
、
然
る
後
に
夏
屋
の
帡帡
幪
と
爲
る
を
知
る
な
り
。

〔
語
釋
〕

◯
詩
云

─
『
毛
詩
正
義
』（
十
三
経
注
疏
）
秦
風 

巻
第
六
「
権
輿
」
に
同
文
あ
り
。
◯
楊
子
曰

─
『
揚
子
法
言
』（
新
編
諸
子
集
成
）「
吾
子
篇
」

に
同
書
で
は
「
淩
」
を
「
陵
」
に
作
る
。
◯
帡帡
幪

─
こ
こ
で
は
屋
敷
が
と
ば
り
で
覆
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
雨
風
を
凌
ぐ
こ
と
。

（
40
）〈
孰
兩
東
門
之
可
蕪
〉

孰
、
誰
也
。
蕪
、
逋
也
。
言
郢
城
兩
東
門
、
非
先
王
所
作
邪
。
何
可
使
逋
廢
而
無
路
。

〔
補
曰
〕
説
文
曰
、
蕪
、
薉
也
。

〔
訓
讀
文
〕

孰
は
、
誰
な
り
。
蕪
は
、
逋
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
郢
城
の
兩
東
門
、
先
王
の
作
る
所
に
非
ず
。
何
ぞ
逋
廢
し
て
路
無
か
ら
し
む
べ
け
ん
や
。

〔
補
に
曰
く
〕
説
文
に
曰
く
、
蕪
は
、
薉
な
り
。

〔
語
釋
〕

◯
逋
廢

─
◯
説
文
曰

─
『
説
文
解
字
』（
四
部
叢
刊
本
）
巻
一
下
「
艸
部
」
に
同
文
あ
り
。
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一
三
九

〔
本
文
〕

（
41
）
心
不
怡
之
長
久
兮　
　

心 

怡た
の

し
ま
ざ
る
こ
と
長
久
に
し
て

（
42
）
憂
與
憂
其
相
接　
　
　

憂
ひ
と
憂
ひ
と
其
れ
相
接
す

（
43
）
惟
郢
路
之
遼
遠
兮　
　

惟
れ
郢え
い

路ろ

の
遼
遠
な
る

（
44
）
江
與
夏
之
不
可
渉　
　

江
と
夏
と
渉
る
べ
か
ら
ず

（
45
）
忽
若
不
信
兮　
　
　
　

忽
若
と
し
て
信
ぜ
ら
れ
ず

（
46
）
至
今
九
年
而
不
復　
　

今
に
至
る
九
年
に
し
て
復
ら
ず

（
47
）
慘
鬱
鬱
而
不
通
兮　
　

慘
と
し
て
鬱
鬱
と
し
て
通
ぜ
ず

（
48
）
蹇
侘
傺
而
含
慼　
　
　

蹇あ
あ 

侘た
て
い傺

し
て
慼う
れ
ひを

含
む

（
49
）
外
承
歡
之
汋
約
兮　
　

外
ぐ
わ
い
く
わ
ん
歡
を
承
く
る
の
汋
し
ゃ
く

約や
く

た
る

（
50
）
諶
荏
弱
而
難
持　
　
　

諶ま
こ
とに
荏じ
ん
じ
や
く弱に
し
て
持
し
難
し

（
51
）
忠
湛
湛
而
願
進
兮　
　

忠 

湛た
ん
た
ん湛
と
し
て
進
む
を
願
ふ
も

（
52
）
姤
被
離
而
鄣
之　
　
　

姤と 

被ひ

離り

と
し
て
之
を
鄣ふ
さ

ぐ

〔
通
釋
〕

　

私
の
心
の
楽
し
ま
な
い
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
久
し
く
、
憂
い
と
愁
い
と
が
絶
え
間
な
く
続
く
。
あ
あ
、
郢
都
へ
の
道
は
は
る
か
に
遠
く
、
揚
子

江
と
夏
水
と
を
渡
り
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
忽
然
と
郢
の
都
を
去
り
、
信
頼
を
失
っ
た
ま
ま
、
今
に
至
る
ま
で
九
年
の
間
帰
れ
ず
に
い
る
。
心

は
い
た
み
ふ
さ
が
り
、
晴
れ
る
こ
と
も
な
く
、
あ
あ
、
し
ょ
ん
ぼ
り
と
立
ち
止
ま
っ
て
憂
い
を
内
に
込
め
て
い
る
。
佞
臣
が
う
わ
べ
で
君
に
気
に

入
ら
れ
る
よ
う
に
美
し
そ
う
に
見
せ
れ
ば
、
君
は
そ
れ
に
だ
ま
さ
れ
て
ま
こ
と
に
弱
弱
し
く
、
自
分
自
身
を
支
え
る
こ
と
さ
え
む
ず
か
し
い
。
忠

直
の
臣
が
ま
じ
め
に
進
ん
で
用
い
ら
れ
よ
う
と
願
っ
て
も
、
佞
臣
の
嫉
妬
が
盛
ん
に
こ
れ
を
邪
魔
す
る
。
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〔
洪
興
祖
補
注
〕

（
41
）〈
心
不
怡
之
長
久
兮
〉

怡
、
樂
貌
也
。

〔
訓
讀
文
〕

怡
は
、
樂
し
む
貌
な
り

〔
語
釋
〕

な
し
。

（
42
）〈
憂
與
愁
其
相
接
〉

接
、
續
也
。
言
己
念
楚
國
將
墟
、
心
常
含
戚
、
憂
愁
想
續
、
無
有
解
也
。
其
、
一
作
之
。

〔
訓
讀
文
〕

接
は
、
續
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
己
れ
楚
國
の
將
に
墟
せ
ん
と
す
る
を
念
ひ
、
心
常
に
戚
ひ
を
含
み
、
憂
愁
相
續
き
て
、
解
す
る
こ
と
有
る
無

き
な
り
。
其
、
一
に
之
に
作
る
。

〔
語
釋
〕

○
楚
國
將
墟

─
楚
が
荒
れ
果
て
て
い
く
様
。
○
含
戚
─
憂
い
傷
つ
く
こ
と
。

○
憂
與
愁

─
「
愁
」
は
『
楚
辭
補
注
』（
四
部
叢
刊
初
版
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、『
楚
辭
集
注
』
に
お
い
て
は
「
憂
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
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（
43
）〈
惟
郢
路
之
遼
遠
兮
〉

楚
道 
逶
迤
、
山
谷 

隘
也
。

〔
訓
讀
文
〕

楚
道
逶い

迤い

、
と
し
て
山
谷
隘
な
り
。

〔
語
釋
〕

○
逶
迤

─
長
遠
な
さ
ま
。
○
山
谷
隘

─
道
が
狭
く
険
し
い
さ
ま
。

（
44
）〈
江
與
夏
之
不
可
渉
〉

分
隔
兩
水
、
無
以
渡
也
。

〔
訓
讀
文
〕

兩
水
に
分
隔
せ
ら
れ
て
、
以
て
渡
る
こ
と
無
き
な
り
。

〔
語
釋
〕

○
分
隔
兩
水

─
兩
水
は
揚
子
江
と
夏
水
の
こ
と
。
分
隔
は
分
け
離
れ
る
こ
と
。

（
45
）〈
忽
若
不
信
兮
〉

始
從
細
微
、
遂
見
疑
也
。
一
本
若
下
有
去
字
。
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〔
訓
讀
文
〕

始
め
細
微
よ
り
、
遂
に
疑
は
る
る
な
り
。
一
本 

若
の
下
に
去
の
字
有
り
。

〔
語
釋
〕

（
46
）〈
至
今
九
年
而
不
復
〉

放
且
九
歳
、
君
不
覺
也
。

〔
補
曰
〕
卜
居
言
、
屈
原
既
放
三
年
、
不
得
復
見
。
此
云
至
今
九
年
而
不
復
。
按
、
楚
世
家
・
屈
原
傳
・
六
國
世
表
・
劉
向
新
序
云
、
秦
欲
吞
滅

諸
侯
、
屈
原
爲
楚
東
使
於
齊
、
以
結
強
黨
。
秦
國
患
之
、
使
張
儀
之
楚
、
賂
貴
臣
上
官
大
夫
・
靳
尚
之
屬
及
令
尹
子
蘭
・
司
馬
子
椒
、
内
賂
夫
人

鄭
袖
、
共
譖
屈
原
。
屈
原
遂
放
於
外
、
乃
作
離
騷
。
當
懷
王
之
十
六
年
、
張
儀
相
楚
。
十
八
年
、
楚
囚
張
儀
、
復
釋
去
之
。
是
時
、
屈
平
既
疏
、

不
復
在
位
。
懷
王
悔
不
用
屈
原
之
策
、
於
是
復
用
屈
原
。
屈
原
諫
懷
王
曰
、
何
不
殺
張
儀
。
懷
王
使
人
追
之
不
及
。
三
十
年
、
秦
昭
王
欲
與
懷
王

會
、
屈
平
曰
、
不
如
無
行
。
懷
王
卒
行
。
當
頃
襄
王
之
三
年
、
懷
王
卒
於
秦
。
頃
襄
聽
讒
、
復
放
屈
原
。
以
此
考
之
、
屈
平
在
懷
王
之
世
被
絀
復

用
。
至
頃
襄
即
位
、
遂
放
於
江
南
耳
。
其
云
既
放
三
年
、
謂
被
放
之
初
。
又
云
九
年
而
不
復
、
蓋
作
此
時
、
放
已
九
年
也
。

〔
訓
讀
文
〕

放
た
れ
て
且
に
九
年
に
な
ら
ん
と
す
る
も
、
君 

覺
ら
ざ
る
な
り
。

〔
補
に
曰
く
〕
卜
居
に
言
ふ
、
屈
原
既
に
放
た
れ
て
三
年
、
復
た
と
見ま
み

ゆ
る
を
得
ず
、
と
。
此
に
云
ふ
、
今
に
至
る
九
年
に
し
て
復
ら
ず
、
と
。

按
ず
る
に
、
楚
世
家
・
屈
原
傳
・
六
國
世
表
・
劉
向
の
新
序
に
云
ふ
、
秦 
諸
侯
を
呑
滅
せ
ん
と
欲
す
。
屈
原 

楚
の
爲
に
東
の
か
た
齊
に
使
ひ
し
、

以
て
強
黨
を
結
ぶ
。
秦
國 

之
を
患
へ
、
張
儀
を
し
て
楚
に
之
か
し
め
、
貴
臣
上
官
大
夫
・
靳
尚
の
屬
・
及
び
令
尹
子
蘭
、
司
馬
子
椒
に
賂
し
、

内
は
夫
人
鄭
袖
に
賂
ひ
、
共
に
屈
原
を
譖し
ん

せ
し
む
。
屈
原 

遂
に
外
に
放
た
れ
、
乃
ち
離
騷
を
作
る
。
懷
王
の
十
六
年
に
當
た
り
、
張
儀
は
楚
に

相
た
り
。
十
八
年
、
楚 

張
儀
を
囚
ふ
る
も
、
復
た
釋ゆ
る

し
て
之
を
去
ら
し
む
。
是
の
時
、
屈
平
既
に
疏
ん
ぜ
ら
れ
、
復
た
と
位
に
在
ら
ず
。
懷
王 
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屈
原
の
䇿䇿
を
用
ひ
ざ
る
を
悔
い
、
是
に
於
い
て
復
た
屈
原
を
用
ふ
。
屈
原 

懷
王
を
諫
め
て
曰
は
く
、
何
ぞ
張
儀
を
殺
さ
ざ
る
、
と
。
懷
王 

人
を

し
て
之
を
追
は
し
む
る
も
及
ば
ず
。
三
十
年
、
秦
の
昭
王
、
懷
王
と
會
せ
ん
と
欲
す
。、
屈
平
曰
は
く
、
行
く
こ
と
無
き
に
如
か
ず
、
と
。
懷
王 

卒
に
行
く
。
頃
襄
王
の
三
年
に
當
た
り
、
懷
王 

秦
に
卒
す
。
頃
襄 

讒
を
聽
き
、
復
た
屈
原
を
放
つ
。
此
を
以
て
之
を
考
ふ
る
に
、
屈
平
は
懷
王

の
世
に
在
り
て
絀し
り
ぞけ
ら
れ
復
た
用
ひ
ら
る
。
頃
襄
の
即
位
す
る
に
至
り
、
遂
に
江
南
に
放
た
る
る
の
み
。
其
の
既
に
放
た
れ
て
三
年
と
云
ふ
は
、

放
た
る
る
の
初
め
を
謂
ふ
。
又 

九
年
に
し
て
復
ら
ず
と
云
ふ
は
、
蓋
し
此
を
作
り
し
時
、
放
た
れ
て
已
に
九
年
な
ら
ん
、
と
。

〔
語
釋
〕

○
卜
居
言

─
洪
興
祖
『
楚
辭
補
注
』（
楚
辭
要
籍
叢
刊
）
巻
六
「
卜
居
章
句
第
六
離
騷
」
に
「
屈
原
既
に
放
た
れ
て
三
年
遠
く
郢
都
よ
り
出
づ
、

山
林
に
処
な
り
。
復
た
見
ゆ
る
を
得
ず
（
屈
原
既
放
、
三
年
遠
出
郢
都
、
処
山
林
也
。
不
得
復
見
）。」
と
あ
る
。
此
云
至
今
九
年
而
不
復
は
涉
江

に
「
今
に
至
り
て
九
年
に
し
て
復
ら
ず
（
至
今
九
年
而
不
復
。）」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
○
楚
世
家

─
『
史
記
』（
點
校
本
二
十
四
史
）
巻

四
十
「
楚
世
家
」
に
お
い
て
秦
が
諸
国
を
侵
略
し
て
ゆ
く
記
述
が
あ
る
。
○
屈
原
傳

─
『
史
記
』（
點
校
本
二
十
四
史
）
巻
八
十
四
「
屈
原
賈

生
列
傳
」
に
お
い
て
張
儀
に
関
す
る
記
載
が
有
り
、
そ
の
撮
要
。
○
六
國
世
表

─
『
史
記
』（
點
校
本
二
十
四
史
）
巻
十
五
「
六
國
年
表
」
に

お
い
て
年
表
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
秦
の
他
国
へ
の
侵
略
に
関
す
る
記
載
が
ま
と
め
ら
れ
る
。
○
劉
向
新
序

─
『
新
序
校
釋
』（
新
編
諸
子
集

成
續
編
）
巻
第
七
「
節
士
」
に
「
屈
原
は
、
名
を
平
、
楚
の
同
姓
に
大
夫
あ
り
。
博
通
の
知
、
清
潔
の
行
有
り
て
、
懷
王 

之
を
用
ふ
。
秦
諸
侯

を
吞
滅
し
て
、
并
び
に
天
下
を
兼
ね
ん
と
欲
す
。
屈
原 

楚
の
爲
に
東
の
齊
に
使
ひ
し
、
以
て
強
黨
を
結
ぶ
。
秦
國 

之
を
患
へ
、
張
儀
を
し
て
楚

に
之ゆ

か
し
め
、
楚
の
貴
臣
上
官
大
夫
、
靳
尚
の
屬
に
貨ま
い
なひ

、
上
に
及
び
て
は
令
子
蘭
、
司
馬
子
椒
、
內
は
夫
人
鄭
袖
に
賂ま
い
なひ

、
共
に
屈
原
を
譖
せ

し
む
。
屈
原 

遂
に
外
に
放
た
れ
、
乃
ち
離
騷
を
作
る
。（
屈
原
者
、
名
平
、
楚
之
同
姓
大
夫
。
有
博
通
之
知
、
清
潔
之
行
、
懷
王
用
之
。
秦
欲
吞

滅
諸
侯
、
并
兼
天
下
。
屈
原
爲
楚
東
使
於
齊
、
以
結
強
黨
。
秦
國
患
之
、
使
張
儀
之
楚
、
貨
楚
貴
臣
上
官
大
夫
靳
尚
之
屬
、
上
及
令
子
蘭
、
司
馬

子
椒
。
内
賂
夫
人
鄭
袖
、
共
譖
屈
原
。
屈
原
遂
放
於
外
、
乃
作
離
騷
。）」
と
あ
る
。
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（
47
）〈
慘
鬱
鬱
而
不
通
兮
〉

中
心
憂
滿
、
慮
閉
塞
也
。
通
、
一
作
開
。

〔
訓
讀
文
〕

中
心
憂
滿
し
、
慮
り
閉
塞
す
る
な
り
。
通
は
、
一
に
開
に
作
る
。

（
48
）〈
蹇
侘
傺
而
含
慼
〉

悵
然
住
立
、
内
結
毒
也
。

〔
訓
讀
文
〕

悵
然
と
し
て
住
ま
り
立
ち
て
、
内
に
結
毒
す
る
な
り
。

〔
語
釋
〕

○
悵
然
住
立
、
内
結
毒

─
悵
然
は
志
を
失
っ
た
状
態
。
内
は
含
、
結
は
む
す
ぼ
れ
る
、
毒
は
憂
。
ま
た
別
読
で
、
毒
を
内
結
す
る
な
り
、
と
も

訓
読
で
き
る
。

（
49
）〈
外
承
歡
之
汋
約
兮
〉

汋
約
、
好
貌
。

〔
補
曰
〕
汋
音
綽
。



『
楚
辭
補
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注
稿（
三
十
四
）

一
四
五

〔
訓
讀
文
〕

汋
約
は
、
好み
め
よき
貌
。

〔
補
に
曰
く
〕
汋
、
音
は
綽
。

〔
語
釋
〕

○
汋
約

─
美
好
の
さ
ま
。

（
50
）〈
諶
荏
弱
而
難
持
〉

諶
、
誠
也
。
言
佞
人
承
君
歡
顔
、
好
其
諂
言
、
令
之
汋
約
然
、
小
人
誠
難
扶
持
之
也
。

〔
補
曰
〕
諶
音
忱
、
信
也
。
荏
音
稔
。
語
曰
、
色
厲
而
内
荏
。

〔
訓
讀
文
〕

諶
は
、
誠
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
佞
人 

君
の
歡
顔
を
承
け
て
、
其
の
諂
言
を
好
み
て
、
之
を
し
て
汋
汋
然
た
ら
し
む
る
な
り
。
小
人
誠
に
之

を
扶
持
し
難
き
な
り
。

〔
補
に
曰
く
〕
諶
、
音
は
忱
、
信
な
り
、
荏
、
音
は
稔
。
語
に
曰
は
く
、
色
厲
（
は
げ
）
し
く
内
荏
（
や
わ
ら
か
）
な
り
、
と

〔
語
釋
〕

○
佞
人

─
口
が
達
者
で
人
に
へ
つ
ら
う
者
。
口
先
が
う
ま
く
て
心
の
ね
じ
け
た
人
。
○
諂
言

─
へ
つ
ら
う
言
葉
。
○
扶
持

─
助
け
支
え
る

こ
と
。
○
語
曰

─
『
論
語
注
疏
』（
十
三
経
注
疏
）「
陽
貨
第
十
七
」
に
同
文
あ
り
。
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（
51
）〈
忠
湛
湛
而
願
進
兮
〉

湛
湛
、
重
厚
貌
。

〔
補
曰
〕
詩
曰
、
湛
湛
露
斯
。
注
云
、
湛
湛
、
茂
盛
貌
。
丈
減
切
。
相
如
賦
云
、
紛
湛
湛
其
差
錯
。
注
云
、
湛
湛
、
積
厚
之
貌
。
徒
感
切
。

〔
訓
讀
文
〕

湛
湛
は
、
重
厚
な
る
貌
。

〔
補
に
曰
く
〕
詩
に
曰
く
、
湛
湛
露
、
と
。
注
に
云
ふ
、
湛
湛
は
、
茂
盛
の
貌
。
丈
減
の
切
、
と
。
相
如
の
賦
に
云
ふ
、
紛
湛
湛
と
し
て
其
れ
差

錯
す
、
と
。
注
に
云
ふ
、
湛
湛
は
、
積
厚
の
貌
。
徒
感
の
切
、
と
。

〔
語
釋
〕

○
詩
曰

─
『
毛
詩
正
義
』（
十
三
經
注
疏
）「
小
雅
」
巻
十
之
一
「
湛
露
」
に
同
文
有
り
。
ま
た
「
注
云
」
に
つ
い
て
は
、毛
傳
に
「
湛
湛
と
は
、

露
の
茂
盛
す
る
貌
な
り
（
湛
湛
、
露
茂
盛
貌
）」
と
あ
る
。
○
相
如
賦
云—

—

『
漢
書
』（
點
校
本
二
十
四
史
）
巻
五
十
七
下
「
司
馬
相
如
傳
第

二
十
七
下
」
に
「
紛
湛
湛
と
し
て
其
れ
差
錯
す
（
紛
湛
湛
其
差
錯
兮
）」
と
あ
る
。
ま
た
「
注
云
」
に
つ
い
て
は
顏
師
古
の
注
に
同
文
が
確
認
で

き
る
。

（
52
）〈
姤
被
離
而
鄣
之
〉

言
己
體
性
重
厚
、
而
欲
願
進
、
讒
人
妬
害
、
加
被
離
析
、
鄣
而
蔽
之
。
被
、
一
作
披
。

〔
補
曰
〕
被
、
讀
曰
披
。
反
離
騷
曰
、
亡
春
風
之
被
離
。
鄣
音
章
、
壅
也
。
記
曰
、
鮌鮌
鄣
洪
水
。

〔
訓
讀
文
〕

言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
己
れ
の
體
性
重
厚
に
し
て
、
進
む
を
願
は
ん
と
欲
す
。
讒
人
妒
害
し
、
被
離
と
し
て
析
す
る
を
加
ふ
る
も
、
鄣さ
え
ぎり
て
之
を
蔽
ふ
。
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被
は
、
一
に
披
に
作
る
。

〔
補
に
曰
く
〕
被
は
、
讀
ん
で
披
と
曰
ふ
。
反
離
騷
に
曰
く
、
春
の
風
の
被
離
た
る
亡な

く
ん
ば
。
鄣
、
音
は
章
、
壅ふ
さ
ぐな
り
。
記
に
曰
く
、
鮌鮌
洪
水

を
鄣
ぐ
、
と
。

〔
語
釋
〕

○
反
離
騷
曰

─
『
漢
書
』（
點
校
本
二
十
四
史
）
巻
八
十
七
上
「
揚
雄
傳
第
五
十
七
上
」
に
「
春
風
の
被
離
た
る
亡
し
、
孰
か
竜
の
処
る
所
を

知
ら
ん
（
亡
春
風
之
被
離
兮
、
孰
焉
知
竜
之
所
処
）」
と
あ
る
。
○
記
曰

─
『
禮
記
注
疏
』（
十
三
經
注
疏
） 

巻
第
四
十
六 

「
祭
法
第
二
十
三
」

に
「
鯀
は
鴻
水
を
鄣
ぎ
て
殛
死
す
（
鯀
鄣
鴻
水
而
殛
死
）」
と
あ
る
。

〔
本
文
〕

（
53
）
堯
舜
之
抗
行
兮　
　
　
　

堯
舜
の
抗
行
な
る

（
54
）
瞭
杳
杳
而
薄
天　
　
　
　

瞭 

杳
杳
と
し
て
天
に
薄せ
ま

る

（
55
）
衆
讒
人
之
嫉
妬
兮　
　
　

衆
た
る
讒
人
の
嫉
妬
す
る

（
56
）
被
以
不
慈
之
僞
名　
　
　

被
ら
し
む
る
に
不
慈
の
僞
名
を
以
て
す

（
57
）
憎
慍
惀惀
之
脩
美
兮　
　
　

慍
惀惀
の
脩
美
を
憎
み

（
58
）
好
夫
人
之
忼
慨　
　
　
　

夫
の
人
の
忼
慨
を
好よ

み
す

（
59
）
衆
踥踥
蹀
而
日
進
兮　
　
　

衆
は
踥踥せ
ふ
て
ふ蹀
と
し
て
日
に
進
み

（
60
）
美
超
遠
而
逾
邁　
　
　
　

美
は
超
遠
し
て
逾
邁
す

（
61
）
亂
曰
曼
余
目
以
流
觀
兮　

亂
に
曰
く
、
余
が
目
を
曼と
お

く
し
て
以
て
流
觀
し

（
62
）
冀
壹
反
之
何
時　
　
　
　

壹
た
び
反
ら
ん
こ
と
を
冀
へ
ど
も
何
れ
の
時
ぞ
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（
63
）
鳥
飛
反
故
鄉鄉
兮　
　
　
　

鳥
は
飛
び
て
故
鄉鄉
に
反
り

（
64
）
狐
死
必
首
丘　
　
　
　
　

狐
は
死
し
て
必
ず
丘
に
首か
し
らす

（
65
）
信
非
吾
罪
而
棄
逐
兮　
　

信
に
吾
が
罪
に
非
ず
し
て
棄
逐
せ
ら
る

（
66
）
何
日
夜
而
忘
之　
　
　
　

何
ぞ
日
夜
に
し
て
之
を
忘
れ
ん

〔
通
釋
〕

あ
の
聖
天
子
堯
・
舜
の
高
尚
な
行
為
は
、
明
瞭
で
遠
く
天
に
ま
で
届
く
ほ
ど
で
あ
っ
た
の
に
、
多
く
の
讒
人
ど
も
は
嫉
妬
し
て
、
堯
・
舜
に
対
し
、

慈
愛
の
心
が
な
い
と
い
う
い
つ
わ
り
の
名
を
か
ぶ
せ
た
。（
ま
し
て
、
わ
れ
ら
の
如
き
者
に
対
し
て
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。）
君
は
、
心
が
深
く
聡

明
な
忠
臣
の
美
し
い
行
為
を
憎
み
、
あ
の
讒
佞
の
人
々
の
忠
義
顔
に
い
き
ど
お
り
な
げ
く
の
を
好
む
。
そ
れ
で
、
讒
佞
の
小
人
達
は
日
々
に
君
側

に
進
出
し
、
す
ぐ
れ
た
人
物
は
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
う
。

　

結
び
の
辞
に
い
う
、
わ
が
目
を
遠
く
遙
か
に
し
て
眺
め
わ
た
し
、
一
た
び
な
つ
か
し
い
都
に
帰
り
た
い
と
願
う
が
、
一
体
、
い
つ
の
こ
と
で
あ

ろ
う
か
。
鳥
は
飛
ん
で
故
郷
に
帰
り
、
狐
は
死
ぬ
時
必
ず
自
分
の
生
ま
れ
た
丘
の
方
に
頭
を
向
け
て
臥
す
と
い
う
。
ま
し
て
、
わ
た
く
し
は
、
本

当
に
自
分
の
罪
で
も
な
い
の
に
追
放
さ
れ
た
の
だ
。
ど
う
し
て
日
夜
、
故
郷
の
郢
都
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

〔
洪
興
祖
補
注
〕

（
53
）〈
堯
舜
之
抗
行
兮
〉

行
、
下
孟
切
。

〔
訓
讀
文
〕

行
、
下
孟
の
切
。
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〔
語
釋
〕

〇
抗
行

─
立
派
な
行
い
。

（
54
）〈
瞭
杳
杳
而
薄
天
〉

一
無
瞭
字
。
一
云
杳
冥
冥
而
薄
天
。

〔
補
曰
〕
瞭
、
音
了
、
目
明
也
。
杳
杳
、
遠
貌
。

〔
訓
讀
文
〕

一
に
瞭
字
無
し
。
一
に
云
ふ
、
杳
冥
冥
と
し
て
天
に
薄
る
。

〔
補
に
曰
く
〕
瞭
、
音
は
了
、
目 

明
ら
か
な
り
。
杳
杳
は
、
遠
き
貌
な
り
、
と
。

〔
語
釋
〕

〇
目
名

─
は
っ
き
り
と
目
で
見
て
取
れ
る
こ
と
。

（
55
）（
56
）〈
衆
讒
人
之
嫉
姤
兮 

被
以
不
慈
之
偽
名
〉

〔
補
曰
〕
堯
・
舜
與
賢
而
不
與
子
、
故
有
不
慈
之
名
。
莊
子
曰
、
堯
不
慈
、
舜
不
孝
。
言
此
者
、
以
明
堯
・
舜
大
聖
、
猶
不
免
讒
謗
、
況
餘
人
乎
。

〔
訓
讀
文
〕

〔
補
に
曰
く
〕
堯
・
舜
は
賢
に
與
へ
て
子
に
與
へ
ず
、
故
に
不
慈
の
名
有
り
。
莊
子
に
曰
く
、
堯
は
不
慈
、
舜
は
不
孝
、
と
。
此
れ
を
言
ふ
者
、

以
て
堯
・
舜
は
大
聖
な
る
も
、
猶
ほ
讒
謗
を
免
れ
ず
、
況
ん
や
餘
人
を
や
、
な
る
を
明
ら
か
に
す
、
と
。
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〔
語
釋
〕

〇
堯
・
舜
與
賢
而
不
與
子

─
帝
堯
・
帝
舜
は
、
実
子
で
は
な
く
、
賢
者
に
位
を
譲
っ
た
こ
と
。
禅
譲
。

〇
莊
子
曰

─
『
莊
子
集
解
』（
新
編
諸
子
集
成
）
巻
八
「
盗
跖
第
二
十
九
」
に
同
文
あ
り
。

（
57
）〈
憎
慍
惀
之
脩
美
兮
〉

脩
、
一
作
修
。

〔
補
曰
〕
慍
、
紆
粉
切
。
心
所
慍
積
也
。
惀惀
、
力
允
切
、
思
求
曉
知
謂
之
惀惀
。

〔
訓
讀
文
〕

脩
、
一
に
修
に
作
る
。

〔
補
に
曰
く
〕
慍
、
紆
粉
の
切
。
心
に
慍
積
す
る
所
な
り
。
惀惀
、
力
允
の
切
、
思
求
曉
知
す
る
之
を
惀惀
と
謂
ふ
、
と
。

〔
語
釋
〕

〇
慍

─
こ
こ
で
は
、
蘊
蓄
が
あ
る
さ
ま
。
〇
惀惀

─
思
慮
深
い
さ
ま
。

（
58
）〈
好
夫
人
之
忼
慨
〉

釋
文
作
礚
、
苦
蓋
切
。

〔
補
曰
〕
忼
、
苦
朗
切
、
忼
慨
、
憤
意
。
君
子
之
慍
惀惀
、
若
可
鄙
者
。
小
人
之
忼
慨
、
若
可
喜
者
、
惟
明
者
能
察
之
。

〔
訓
讀
文
〕

釋
文
は
礚
に
作
る
、
苦
蓋
の
切
。



『
楚
辭
補
注
』譯
注
稿（
三
十
四
）

一
五
一

〔
補
に
曰
く
〕
忼
、
苦
朗
の
切
、
忼
慨
、
憤
る
の
意
。
君
子
の
慍
惀惀
、
鄙
し
む
べ
き
者
の
ご
と
し
。
小
人
の
忼
慨
、
喜
ぶ
べ
き
者
の
ご
と
し
、
惟

だ
明
な
る
者
の
み
能
く
之
を
察
す
、
と
。

〔
語
釋
〕

〇
釋
文

─
『
楚
辭
釋
文
』
の
こ
と
。
佚
書
。『
楚
辭
補
注
譯
注
稿
（
二
）』〔
本
文
第
五
小
段
〕（『
國
學
院
大
學
中
國
學
會
報
』
第
三
十
五
輯
所
収
）

参
照
。
〇
君
子
之
慍
惀惀
、
若
可
鄙
者

─
君
子
の
蘊
蓄
は
、
却
っ
て
卑
し
ま
れ
る
こ
と
。
〇
小
人
之
忼
慨
、
若
可
喜
者

─
小
人
の
意
気
盛
ん
な

様
は
、
却
っ
て
喜
ば
れ
る
こ
と
。

（
59
）
衆
踥
蹀
而
日
進
兮

踥踥
、
一
作
躞
、
一
作
踕踕
、
一
作
慷
惵
。

〔
補
曰
〕
踥踥
、
思
葉
切
。
蹀
音
牒
。
踥踥
蹀
、
行
貌
。

〔
訓
讀
文
〕

踥踥
、
一
に
躞
に
作
る
、
一
に
踕踕
に
作
る
、
一
に
慷
惵
に
作
る
。

〔
補
に
曰
く
〕
踥踥
、
思
葉
の
切
。
蹀
音
は
牒
。
踥踥
蹀
、
行
く
の
貌
な
り
、
と
。

（
60
）〈
美
超
遠
而
逾
邁
〉

此
皆
解
於
九
辯
之
中
。

〔
訓
讀
文
〕

此
れ
皆
九
辯
の
中
に
解
す
。
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〔
語
釋
〕

〇
此
皆
解
於
九
辯
之
中

─
『
楚
辭
補
注
』（
楚
辭
要
籍
叢
刊
）
巻
第
八
「
九
辯
章
句
第
八
」
に
「
…
…
慍
惀惀
の
脩
美
を
憎
み
、
夫
の
人
の
慷
慨

を
好
み
す
。
衆
は
踥踥
蹀
と
し
て
日
に
進
み
、
美
は
超
遠
し
て
逾
邁
す
…
…
（
…
…
憎
慍
惀惀
之
脩
美
兮
、
好
夫
人
之
慷
慨
。
衆
踥踥
蹀
而
日
進
兮
、
美

超
遠
而
逾
邁
…
…
）」
と
あ
り
、
同
文
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、
本
篇
で
は
、「
慷
」
字
を
「
忼
」
字
に
作
る
。

（
61
）〈
亂
曰
曼
余
目
以
流
觀
兮
〉

曼
、
猶
曼
曼
、
遠
貌
。

〔
補
曰
〕
説
文
、
曼
、
引
也
。
音
萬
。

〔
訓
讀
文
〕

曼
、
猶
ほ
曼
曼
の
ご
と
し
、
遠
き
貌
。

〔
補
に
曰
く
〕
説
文
に
、
曼
は
、
引
く
な
り
。
音
は
萬
、
と
。

〔
語
釋
〕

〇
説
文

─
『
説
文
解
字
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
）
三
篇
下
「
又
部
」
に
同
文
あ
り
。

（
62
）〈
冀
壹
反
之
何
時
〉

言
己
放
遠
、
日
以
曼
曼
。
周
流
觀
視
、
意
欲
一
還
、
知
當
何
時
也
。

〔
訓
讀
文
〕

言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
己
れ
遠
き
に
放
た
れ
、
日
に
以
て
曼
曼
た
り
。
周
流
し
て
觀
視
し
、
一
た
び
還
ら
ん
と
意
欲
す
る
も
、
何
れ
の
時
に
當
た
る
か
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を
知
ら
ん
。

〔
語
釋
〕

〇
周
流
觀
視

─
天
下
を
め
ぐ
っ
て
旅
し
て
、
遊
覧
す
る
様
。
〇
意
欲
一
還
、
知
當
何
時
也

─
一
度
、
楚
国
へ
の
帰
還
を
思
う
も
、
そ
れ
が
一

体
い
つ
に
な
る
こ
と
か
分
か
ら
な
い
様
。

（
63
）〈
鳥
飛
反
故
鄉
兮
〉

思
故
巢
也
。

〔
補
曰
〕
淮
南
云
、
鳥
飛
反
鄉鄉
、
狐
死
首
丘
、
各
哀
其
所
生
。

〔
訓
讀
文
〕

故
巢
を
思
ふ
な
り
。

〔
補
に
曰
く
〕
淮
南
に
云
ふ
、
鳥
飛
び
て
鄉鄉
に
反
り
、
狐 
死
す
る
と
き
丘
に
首か
し
らし
、
各
〻
其
の
生
ず
る
所
を
哀い
と
おし
む
、
と
。

〔
語
釋
〕

〇
淮
南
云

─
『
淮
南
鴻
烈
集
解
』（
新
編
諸
子
集
成
）
巻
十
七
「
説
林
訓
」
に
「
鳥 

飛
び
て
鄉鄉
に
反
り
、
兎 

走
り
て
窟
に
歸
り
、
狐 

死
し
て

丘
に
首
し
、
寒
將 

水
を
翔
る
は
、
各
お
の
其
の
生
ま
る
る
所
を
哀
し
め
ば
な
り
（
鳥
飛
反
鄉鄉
、
兔
走
歸
窟
、
狐
死
首
丘
、
寒
將
翔
水
、
各
哀
其

所
生
）」
と
あ
る
。
な
お
、
高
誘
注
に
「
哀
は
、
猶
ほ
愛
の
ご
と
き
な
り
（
哀
、
猶
愛
也
）」
と
あ
る
。

（
64
）〈
狐
死
必
首
丘
〉

念
舊
居
也
。
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〔
補
曰
〕
記
曰
、
樂
、
樂
其
所
自
生
、
禮
不
忘
其
本
。
古
人
有
言
曰
、
狐
死
正
丘
首
、
仁
也
。
廣
志
曰
、
狐
死
首
丘
、
豹
死
首
山
。

〔
訓
讀
文
〕

舊
居
を
念
ふ
な
り
。

〔
補
に
曰
く
〕
記
に
曰
く
、
樂
は
、
其
の
自
ら
生
ま
る
る
所
を
樂
し
み
、
禮
は
其
の
本
を
忘
れ
ず
。
古
人
に
言
有
り
て
曰
く
、
狐
は
死
す
る
と
き

正
し
く
丘
に
首
す
る
は
、
仁
な
り
、
と
。
廣
志
に
曰
く
、
狐
は
死
す
る
と
き
丘
に
首
し
、
豹
は
死
す
る
と
き
山
に
首
す
、
と
。

〔
語
釋
〕

〇
記
曰

─
『
禮
記
注
疏
』（
十
三
經
注
疏
）
巻
七
「
檀
弓
上
」
に
同
文
あ
り
。
〇
廣
志
曰

─
未
詳
。

（
65
）〈
信
非
吾
罪
而
棄
逐
兮
〉

我
以
忠
信
而
獲
過
也
。

〔
訓
讀
文
〕

我 

忠
信
を
以
て
す
る
も
過と
が

を
獲
る
な
り
。

（
66
）〈
何
日
夜
而
忘
之
〉

晝
夜
念
君
、
不
遠
離
也
。

〔
訓
讀
文
〕

晝
夜
君
を
念
ひ
て
、
遠
く
離
れ
ざ
る
な
り
。
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一
五
五

〔
語
釋
〕

〇
晝
夜
念
君
、
不
遠
離
也

─
昼
と
な
く
夜
と
な
く
、
主
君
を
思
念
し
て
、
そ
の
場
か
ら
遠
く
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
様
。

〔
訓
讀
文
〕

哀
郢

此
章
は
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
己
れ
放
た
る
と
雖
も
、
心
は
楚
國
に
在
り
、
徘
徊
し
て
去
る
に
忍
び
ず
、
讒
諂
に
蔽
は
れ
、
君
に
見
え
ん
こ
と
を
思
へ

ど
も
得
ず
。
故
に
太
史
公 
哀
郢
を
讀
み
て
其
の
志
を
悲
し
む
な
り
。

〔
本
文
〕

哀
郢

此
章
言
己
雖
被
放
、
心
在
楚
國
、
徘
徊
而
不
忍
去
、
蔽
於
讒
諂
、
思
見
君
而
不
得
。
故
太
史
公
讀
哀
郢
而
悲
其
志
也
。

〔
語
釋
〕

〇
心
在
楚
國
、
徘
徊
而
不
忍
去

─
楚
国
を
憂
う
あ
ま
り
、
う
ろ
う
ろ
と
彷
徨
っ
て
、
そ
の
場
か
ら
立
ち
去
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
様
。
〇

蔽
於
讒
諂
、
思
見
君
而
不
得

─
讒
言
に
あ
い
、
主
君
に
媚
び
諂
う
倭
臣
ら
に
阻
害
さ
れ
、
謁
見
し
よ
う
と
思
う
も
叶
わ
な
い
こ
と
。
〇
太
史
公

讀
哀
郢
而
悲
其
志
也

─
『
史
記
』（
點
校
本
二
十
四
史
修
訂
本
）
巻
八
十
四
「
屈
原
賈
生
列
傳
第
二
十
四
」
に
、「
大
史
公
曰
く
、
余 

離
騒
・

天
問
・
招
魂
・
哀
郢
を
讀
み
て
、
其
の
志
を
悲
し
む
。
長
沙
に
適
き
、
屈
原
の
自
ら
沈
め
る
所
の
淵
を
觀
て
、
未
だ
嘗
て
涕
を
垂
れ
、
其
の
人
と

爲
り
を
想
見
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
賈
生
の
之
を
弔
ふ
を
見
る
に
及
び
、
又
、
怪
し
む
、
屈
原
の
彼
の
材
を
以
て
、
諸
侯
に
游
ば
ば
、
何
れ
の
國
に

か
容
れ
ら
れ
ざ
ら
ん
、
而
る
に
自
ら
是
く
の
ご
と
く
な
ら
し
む
る
を
。
服
鳥
賦
を
讀
み
て
、
死
生
を
同
じ
く
し
て
、
去
就
を
輕
ん
じ
て
、
又 

爽

然
と
し
て
自
ら
失
せ
り
（
大
史
公
曰
、
余
讀
離
騒
・
天
問
・
招
魂
・
哀
郢
、
悲
其
志
。
適
長
沙
、
觀
屈
原
所
自
沈
淵
、
未
嘗
不
垂
涕
、
想
見
其
爲

人
。
及
見
賈
生
弔
之
、
又
怪
屈
原
以
彼
其
材
、
游
諸
侯
、
何
國
不
容
、
而
自
令
若
是
。
讀
服
鳥
賦
、
同
死
生
、
輕
去
就
、
又
爽
然
自
失
矣
」
と
あ
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る
。

※
「『
楚
辭
補
注
』
譯
注
稿
（
三
十
五
）」
に
續
く
。

（
本
號
擔
當
者
…
木
村
剛
大
・
今
瀬
英
一
朗
・
名
越
健
人
・
曹
喆
翔
・
山
田
耀
）


